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【プロジェクトの概要】 

（１）研究目的 

(A) 研究の背景：①近年広がる経済的格差の根底には雇用格差が存在する。②雇用格差はエ
ンプロイヤビリティーの向上を通して相当程度解消できる。③ただし、日本・中国・韓国は

いずれも労働市場機能が弱く、新たな職業訓練・職業紹介のあり方を模索する必要がある。 

(B) 研究課題：日中韓における地域産業形成・地域雇用創出の先駆的なケースを分析し、エ
ンプロイヤビリティーを高めるための政策的含意を導き出す。 

(C) 研究仮説：①エンプロイヤビリティーは、地域労働市場の機能が高いほど増大する。②
地域労働市場の機能は、労働者・企業・関連機関・地域政府のガバナンスのあり方に大いに

依存する。③労働市場機能に向けた企業の協力を引き出すためには、労働力移動が企業に損

にならないようなインセンティブを設計する必要がある。 

（２）研究の進め方 

(A) 日本の浜松、中国の寧波、韓国の蔚山を対象に、地域の産業支援と雇用支援の実態を調
査した。 

(B) 典型的な労働者の移動とキャリアを追い、産業―雇用間提携に必要な条件を調べた。 

(C) 職業訓練・職業紹介に企業が積極的に参加する事例から、その参加を促すインセンティ
ブはどのようなものかを探った。 

（３）研究の成果 

調査研究の結果、次のような知見が得られた。 

(A) 近年、世界化の進展が、労働市場と関連制度を媒介として雇用格差をもたらし、これが貧困
の増大に繋がっている事実を確認した。ただし、労働市場と関連制度は、日中韓三国において共

通性と相違性をともに有している。日本と韓国は、①身分本位の雇用慣行（たとえば、職種＝Trade
や職務＝Jobに合わせて採用・解雇を行うのではなく、正規／非正規あるいは大卒／高卒のよう
な企業内身分に合わせて雇用管理を行うこと）、②企業中心の労使関係、③企業に依存する社会



保障システム、④分断された労働市場においてかなり類似している。ただし、韓国は身分別とと

もに企業規模別にも労働市場が大きく分断されているのが特徴的である。反面、中国は企業内身

分の重要度は相対的に弱く、代わりに熟練別および地域別に労働市場が分断された度合いが大き

い。 

(B) 労働市場と関連制度の共通性／相違性を反映し、それぞれの地域におけるキャリア形成とエ
ンプロイヤビリティー支援は、次のような特徴を有していることを確認した。キャリア形成

を企業が主導／支援する程度は日本＞韓国＞中国の順であり、キャリア形成の責任が個人に

任される程度は中国においてもっとも大きい。一方、プロイヤビリティー向上に地域政府が

かかわる程度（ただし、絶対的な水準ではなく、企業の関与に比した相対的な水準）は、雇

用政策の実施に則しては韓国＞日本＞中国の順、産業政策の実施に則しては中国＞韓国＞日

本の順であり、雇用における日本の地域政府の役割は比較的小さいといえる。 

(C) 日本の浜松は、「創業都市構想」という産業戦略のもと、「はままつ産業創造センター」
を中心とした連携体制を作り、人材育成事業を体系的に展開している。日中韓のなかでもっ

とも先進的といえるこの事業の特徴は、①域内の大学と大企業の指導のもと、②中小企業の

各層（現場技術者・中間管理者・経営幹部）が体系的な教育訓練を受け、③新技術のビジネ

ス化に向けて実践的に取り組む体制を整えていることである。ただし、リーマン・ショック

という景気変動の影響で参加企業が大幅に減り、なお新技術のビジネス化に時間がかかって、

その分事業の求心力が低下するなど、産業支援・人材育成の持続性を維持するためには改善

すべき課題もいくつか出てきている。 

(D) 韓国の蔚山は、「蔚山産業振興テクノパーク」が域内産業支援の中心的な役割を担って
いる。地域のなかに自動車と石油科学の大きなクラスターが存在することを勘案し、「自動

車部品」および「精密化学素材」に資源を集中して、一方では産学連携で技術革新を促し、

他方では教育訓練でコア人材の育成することで、主力産業の高度化をはかるという戦略をと

っている。蔚山の場合は、①中央政府による財政的な支援が大きいこともあって、全般的に

実行力が強い反面、②域内の大手企業の参加・協力の程度が相対的に低く、③主に産業支援

⇒成長産業育成⇒雇用創出という経路が想定され、働く人のキャリア形成やエンプロイヤビ

リティーを直接支援する機能は相対的に弱いという特徴を有している。 

(E) 中国寧波の場合は、「寧波国家高新技術産業開発区」がこの地域における産業支援のハブと
なっている。この開発区は、国務院の承認を得た国家レベルのサイエンス・パークである。ただ

し、産業支援を基本的な目的とし、キャリア形成やエンプロイヤビリティー向上にはあまり関

心を向いていないのが現状である。雇用支援⇒付加価値向上⇒産業高度化・新規産業創出と

いう経路に関しては、いまだに取り組みが弱いといえる。 

(F) 以上をふまえると、地域におけるエンプロイヤビリティー向上のためには、①域内企業
とりわけ中小企業に対して実質的なメリットを提供できる主力企業の参加・協力を得ること、

②教育訓練の内容において、企業にとってはビジネス化に結び付けられ、労働者にとっては

キャリア形成に役に立つプログラムを整えること、③ガバナンスと実施において地域政府が

根気強くコミットする体制を構築することが、重要であると結論付けられる。 


